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小 諸 市 青 少 年 補 導 セ ン タ ー だ よ り

本年の補導・見守り活動 ありがとうございました
　寒さが厳しくなり、いよいよ冬本番となってきました。
　通学路のこどもたちも寒さに身を縮めながらも、友だちと一緒に
楽しそうに歩いている姿が見られます。
　補導委員の皆様におかれましては、本年も青少年健全育成にお力
添えをいただき、誠にありがとうございました。
　健康にご留意いただき、良いお年をお迎えください。
　

センター報告①⼦ども・若者育成⽀援強調⽉間(11⽉)の
活動に参加・実施しました

　 こ ど も 家 庭 庁 で は 、 こ ど も や 子 育 て 世 帯 を 社 会 全 体 で 支 え る 機 運 を さ ら に 醸 成 す べ く
毎 年 1 1 月 を 「 秋 の こ ど も ま ん な か 月 間 」 と 定 め て い ま す 。
　 長 野 県 は 「 子 供 ・ 若 者 育 成 支 援 推 進 強 調 月 間 」 は 、 「 秋 の こ ど も ま ん な か 月 間 」 の
取 組 の 一 つ と し て 位 置 付 け て お り 、 県 内 各 地 で こ ど も ・ 若 者 の 健 や か な 育 成 支 援 の た め の
行 事 や 広 報 啓 発 活 動 が 行 わ れ ま す 。

『⻘少年健全育成県⺠⼤会』に参加しました（中野市）

　 1 1 月 ２ 日 （ 土 ） 、 令 和 6 年 度 長 野 県 青 少 年 健 全 育 成 県 民 大 会 が 中 野 市 ソ ソ ラ ホ ー ル で 開 催 さ れ
ま し た 。 同 大 会 は 、 未 来 を 担 う こ ど も ・ 若 者 を は ぐ く む 県 民 の つ ど い で す 。
　 小 諸 市 か ら は 市 補 導 委 員 会 の 内 山 会 長 ・ 西 森 副 会 長 ・ 中 澤 東 中 ブ ロ ッ ク 長 、 市 補 導 セ ン タ ー
所 長 ／ 県 青 少 年 補 導 セ ン タ ー 連 絡 協 議 会 長 の 土 屋 保 健 福 祉 部 長 が 参 加 し ま し た 。
　 大 会 で は 、 中 野 市 内 の 高 校 生 が 立 派 に 司 会 を 務 め た ほ か 「 少 年 の 主 張 長 野 県 大 会 」 で 知 事 賞
を 受 賞 し た 飯 田 市 の 中 学 ３ 年 生 ・ 宮 下 さ ん が 家 族 や 友 達 と の あ い さ つ ・ 会 話 の 大 切 さ を 訴 え る
作 品 発 表 を 行 い ま し た 。 作 品 は 、 将 来 世 代 県 民 応 援 会 議 の Y o u T u b e で お 聴 き い た だ け ま す 。

⼩諸駅前で街頭啓発を⾏いました

　 1 1 月 １ 日 （ 金 ） 朝 ７ 時 か ら ８ 時 ま で
小 諸 駅 前 で 街 頭 活 動 を 行 い ま し た 。
　 朝 の 冷 え 込 み の な か 、 補 導 委 員 会 か ら は
内 山 会 長 、 鎌 田 副 会 長 ・ 西 森 副 会 長 が 参 加
し て く だ さ い ま し た 。
 「 信 州 あ い さ つ 運 動 」 の た す き を か け
約 3 0 0 人 の 駅 の 利 用 者 の 皆 さ ん に 青 少 年 健
全 育 成 へ の 理 解 と 協 力 を 呼 び か け ま し た 。



東部支部

補導⽇誌より 各 支 部 か ら 提 出 さ れ た 補 導 日 誌 の 一 部 を
ご 紹 介 し ま す 。

東南部支部

センター報告②

センター報告③市内店舗巡回を⾏いました

●日時：１１月１３日（水）１８：３０〜１９：２５　●参加者：７名
●主な巡回場所：市役所〜荒町〜紺屋町コンビニエンスストア〜商店街〜駅前〜市役所
・小諸駅前、停車場ガーデンに学生がいて、声掛けをした。
・補導委員は緑色ビブスを着用、青色誘導灯を持って巡回、見守りをアピールした。

●日時：８月２３日（金）１８：００〜１９：００　●参加者：７名
●主な巡回場所：スーパー、コンビニ、ドラッグストア、乙女駅・東小諸駅、南城公園等

・２班に分かれて巡回。ステッカーの配布や、青少年健全育成への協力を依頼した。
・無人駅舎内は、ごみもなく状態は良好。　

⻘少年補導委員会研修会を開催しました
　 1 2 月 1 6 日 （ 月 ） に 令 和 ６ 年 度 小 諸 市 青 少 年 補 導 委 員 会 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。
　 講 師 に 小 諸 市 教 育 委 員 会  主 幹 指 導 主 事 ・ 髙 栁 先 生 を お 迎 え し 『 こ れ か ら の 時 代 に 求 め
ら れ る 小 諸 の 教 育 を 考 え る  ～ 小 諸 の 子 ど も の よ さ と 課 題 を 出 発 点 に ～ 』 と 題 し て 講 話 を
い た だ き ま し た 。
　 出 席 さ れ た 1 5 名 の 補 導 委 員 の 皆 さ ん は 、 小 諸 の 教 育 の 目 指 す 姿 や 小 中 一 貫 教 育 の ビ ジ ョ
ン に つ い て 耳 を 傾 け ら れ た り 、 隣 の 人 と の ペ ア ト ー ク で は 「 小 諸 の こ ど も の た ち の い い と
こ ろ っ て ？ 」 「 小 学 校 ・ 中 学 校 年 代 の こ ど も た ち が ひ と つ の 校 舎 で 学 ぶ メ リ ッ ト ・ デ メ リ
ッ ト っ て ？ 」 と い っ た 話 題 で 盛 り 上 が っ た り と 、 熱 心 に ご 参 加 い た だ い て い ま し た 。

「⼩中⼀貫教育ってどんな教育なの？」
「どのような教育を⽬指しているの？」

◀こちらの⼆次元コード
から説明動画をご覧いた
だけます。
（⼩諸市ホームページ）

　 1 1 月 2 5 日 （ 月 ） 、 内 山 会 長 と 事 務 局 で 市 内 店 舗 巡 回 を 行 い ま し た 。
　 今 年 は 、 相 生 町 商 店 街 の 店 舗 を 徒 歩 で 回 り 、 青 少 年 健 全 育 成 協 力 店 の
ス テ ッ カ ー や リ ー フ レ ッ ト を 配 布 し 、 協 力 を お 願 い し ま し た 。
　 こ の 日 は 、 新 た に ６ 店 舗 が 協 力 店 ス テ ッ カ ー を 受 け 取 っ て く だ さ い ま し た 。



西部支部

西小諸支部

●日時：１２月４日（水）１４：３０〜１５：３５　●参加者：４名
●主な巡回場所：千曲小学校正面玄関にて児童のお見送り活動

・校長先生・栄養士の先生と一緒に児童の下校を見送った。
・児童数は減っているが、顔なじみも増えてきて楽しい時間が過ごせた。

●日時：１１月８日（金）１８：００〜１８：４５　●参加者：２名
●主な巡回場所：地下道〜井子公民館〜神社周辺〜糠地公民館〜みはらし交流館〜カラオケ店等

・たむろしている児童、生徒はなし。
・カラオケ店では巡回時に毎回店員さんに確認しているが、未成年の飲酒や喫煙は確認されていない
　とのこと。

北大井支部
●日時：１２月１０日（火）１４：００〜１４：３０　●参加者：５名
●主な巡回場所：東小学校一斉下校・安全指導（交差点・横断歩道・地下通路）

・各区ごと児童会で冬休みの安全な過ごし方について話し合った後、集団下校。
・上級生を先頭に１列でマナーを守り、安全確認しながら正しく下校ができた。

川辺支部
●日時：１０月９日（水）１５：２０〜１５：５０　●参加者：３名
●主な巡回場所：コンビニエンスストア、芦原中学校周辺

・コンビニ周辺でたむろしている生徒はいなかった。迎え待ちの生徒がいたが、マナーは悪くない。
・芦原中学校周辺では、３か所で下校中の見回りをしたが、特に気になるところはなかった。

三岡支部
●日時：１２月１３日（金）１６：００〜１７：００　●参加者：２名
●主な巡回場所：森山・耳取のコンビニエンスストア、三岡駅、美里駅

・森山のコンビニエンスストアではオーナーと面談し、引き続き青少年健全育成の協力をお願いした。
・駅舎内外は清掃されていたが、トイレが汚れていたため管理している区へ連絡することにした。

南大井支部
●日時：１１月２９日（金）１８：００〜１９：１５　●参加者：６名
●主な巡回場所：平原駅〜三岡駅〜美里駅〜コンビニエンスストア

・三岡駅舎外で迎えを待つ高校生２名に声掛けをした。平原駅は防犯カメラまだなし（設置予定）
・コンビニエンスストアでは成人向け不良図書なし。ただ22時以降に来店する高校生がいるとのこと

寒い中、支部での活動ありがとうございます。
３月分までの補導日誌は、３月３１日（月）までにご提出をお願いします。
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【発行】小諸市青少年補導センター事務局／小諸市こども家庭支援課こども政策係

　　　　電話：0267-22-1700（内線2195）　メール：kseisaku@city.komoro.nagano.jp

N O  M O R E  大 麻 ！ 　 若 者 へ の 大 麻 の 広 が り を 防 ぎ ま し ょ う

り ん ど う ハ ー ト な が の

大 麻 対 策 の た め の ポ ー タ ル サ イ ト
（ 警 視 庁 ウ ェ ブ サ イ ト ）

R6.12 小諸市青少年補導センターだより

　いま、SNSを通じた売買により、若者を中心とした大麻の乱用拡大が大きな問題と
なっています。
　令和５年には、薬物事犯の検挙人員のうち、初めて大麻が覚せい剤を上回りました。
　「大麻は危険性・依存性が低い」という誤った知識をもつ若者も多くいます。
　薬物乱用のない社会の実現に向け、それぞれの立場で呼びかけていきましょう。

県が、性暴力被害にあわれた方を支援するために設置する公的な相談窓口です。
専門の研修を受けた支援員が相談を受け、被害にあわれた方の意思に基づき、支援を
コーディネートします。
医療機関、弁護士、カウンセラーなどの関係機関と協力し、被害にあわれた方を支援
先につなぎます。


